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TOSHIZOU v2

ADC SiTCP v2Raspberry Piへ

Rn run 2021/3/9

下部 5 ch 使用、252Cf線源で信号確認

ラドンモニターの Quick look

信号初観測！

結論: 
・TPCとして動作することを確認 
・(残念ながら)ラドンらしきイベント？あり 
　→エネルギーやレート見ていく必要あり 
　→性能評価してBGモニターへ応用 
・将来的に用いる陰イオンガスで試験 
・2021年夏-秋、神岡坑内に運搬予定
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FADCによるコンパクトな多チャンネル波形 
読み出しシステム→線源を使った試験実施

セルフトリガーによる 
読み出し→OK!

1チャンネル分の波形まずは小型チェンバーで 
( 30 × 30 cm2 ) 

CF4ガス、0.2 atm 

・検出器動作確認 
・DAQ動作確認

GEM

μ-PIC 
strip readout + amplification

NEWAGE Test system
χ

χ

χ

χ

GEM × 3

Pad readout (Cu)

N
N

従来の超多チャンネル読み出し (758 × 2 ch) を避け 
8チャンネル読み出しのシンプルな検出器を作成
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将来的にBGモニター 
として運用 (主にラドン)

ケージ部 (アクリル)
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マイラー

ドリフト面設置

ケージ部 (アクリル)

側面に高抵抗シート設置 
(一様電場形成のため)

Motivation

検出器インストール、CF4ガス 0.1 atm
TPC 循環系

NEWAGE @神岡 CYGNUS-KM / NEWAGE (通称C/N-1.0)
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fiducial volume: 1.0 × 1.0 × 1.0 [m3]
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DAMA allowed

DRIFT 2016

THIS WORK RUN20-25 3D-vector

( 3.18 kg days)

 1.29 kg days
6SF

 59.1 kg days
6SF

大型ガスTPCの到達感度予想

島田拓弥 修士論文 神戸大  2021年2月

暗黒物質直接探索→反跳原子核を検出 
ターゲットの物質量が重要 
方向感度を得るためガスTPCを用いて 
反跳原子核の3次元飛跡再構成 

・大型ガスTPC開発へ (従来の約30倍) 
・汎用検出器にて試験→BGモニター開発


